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事業説明会の実施
林業専用道開設
伐って、使って、植えて、育てる！
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大田市林友会活動記
木工館で作って遊ぼう！

主伐作業実施中！！

令和7年8月

号

C O N T E N T S 内容紹介

伐期を迎えたスギ・ヒノキ等の収穫作業を
随時実施しています。伐採後は、補助金等
の助成金を活用し、再造林を行います。

大田市森林組合広報誌
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　組合員の皆様には、平素より大田市森林組合の諸活動
に対し格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げ
ます。
　令和4年5月に組合長に就任してから3年が経過し、
この度の役員改選にあたり、引き続き代表理事組合長に
選任され就任することになりました。力不足ではありま
すが全力を尽くす所存でありますのでよろしくお願い
申し上げます。
　さて、近年、世界的には保護主義的政策が強化され、
特に自由貿易体制の弱体化は、世界経済を非効率化に
し、さらには、米国の内向き傾向が国際情勢の一層の
不透明化をもたらすことに警戒が必要であると言われ
ております。
　一方で、国内の森林・林業・木材産業を取り巻く情勢
では、丸太の輸出企業などもアメリカの関税方針の影響
で厳しい状況になるのではと危惧しているようですし、
また、国内の新設住宅着工戸数は減少傾向にあり、今後
の木材利用の拡大が課題となっています。
　そうした中、近年、持続可能な資源としての木材への
注目の高まりなどを背景に企業等が非住宅・中高層建築
物の木造化や木質化に取り組む例が増えつつあります。
また、戦後植林した人工林が利用期に達し、平成14年の
国産材自給率18％を底として、令和4年には40％を超

えるまでになっており、林野庁
は、国産材供給量を令和7年度
には令和元年度対比約30％増
を目指すことにしています。
　こうした状況の中、令和6年
度においては当初の運営基本方
針に沿って、持続可能な森林経営の確立を目指し、伐採・
更新・保育など総合的な低コスト化と、そのための人材
の確保と育成に努めました。
　その結果、人件費や物資の高騰などのマイナス要因は
ありましたが令和6年度の当期未処分剰余金は6,600万
円あまり計上できました。これもひとえに、組合員の皆
様、関係各位のご指導、ご協力のおかげであり、心より
感謝しお礼申し上げます。
　令和7年度の事業計画については、木材価格の動向が
不透明な中、さらなる生産コストの縮減と販売先の情報
収集を行い有利販売に努め、さらには、世界規模での地
球環境の悪化が叫ばれる中、森林の持つ公益的機能に配
慮しつつ適正な森林整備に努める所存です。
　近年の少子高齢化などによる慢性的な人手不足や森林
境界の不明確化が進むなど、組合運営も厳しい状況が続
きますが、役職員ともに鋭意努力いたしますので、組合
員の皆様には今後もご理解とご協力をお願いいたします。

代表理事組合長 林 達夫

　総代会では、はじめに林組合長の挨拶、永年勤続
職員の表彰の後、来賓を代表して島根県森林組合
連合会絲原会長、島根県西部農林水産振興センター
角森所長、楫野大田市長、大田市議会河村議長より
祝辞を頂きました。総代193名中158名（内、書面
議決62名）の出席を得て、田平修二氏（長久町）を
議長に選任して議事に入り、提出した議案はいずれ
も原案どおり可決承認されました。

令和7年度 大田市森林組合通常総代会を開催しました。

組合長挨拶・令和7年度 通常総代会
令和7年8月 第80号

銀の 森 林 通 信01

島根県森林組合連合会  絲原代表理事会長 議長  田平  修二総代（長久町）

5月30日  |  大田市民会館

組 合 長 挨 拶

｜おめでとうございます｜永 年 勤 続 表 彰 者
総代会で「永年勤続職員表彰」が行われました。
表彰状・賞金（記念品料）が贈られ、永年にわたる労をねぎらいました。
おめでとうございました！

松村　慶起さん（五十猛町）  勤続20年



【 令和6年度 事業報告 】　事業活動の概況 （抜粋）
　我が国の経済は、緩やかな回復基調にあるものの、先行
きには慎重な見方が広がっています。
　林業界においては、木材自給率も上昇傾向にあり、特に
輸入材の価格高騰や供給不安を背景に、国産材の需要が高
まっています。
　このような背景の下、「島根県農林水産基本計画」、「大田
市未来につなぐ森づくり構想」及び「大田市森林組合中期

経営計画」に基づき、原木出荷量の増大を目指し林業専用
道・森林作業道の開設やそれらの路網を活用した主伐・搬
出間伐を実施することで、素材生産の増産に努めました。
　結果、事業総収益は646,542千円（計画比68,594千円
増）、事業利益で60,440千円（計画比53,514千円増）と
なりました。
　以下決算の状況についてお示しします。

【 令和7年度 事業計画 】　運営の基本方針 （抜粋）

令和6年度 事業総収益 646,542千円 （計画比 68,594千円増） 事業総損益 157,287千円 （計画比 29,002千円増）
事業利益 60,440千円 （計画比 53,514千円増）

主伐･利用間伐事業　素材生産量 15,500㎥
森林整備事業　　　  保育施業 345ha　林業専用道（開設） 2,300ｍ　森林作業道（開設） 30,000ｍ　新植事業 30ha

Ⅰ. 貸借対照表 （令和7年3月31日現在） （単位：円）

現金・預金
売掛金
棚卸資産
前払費用
未収金
立替金
差入保証金
長期預け金
流動資産計
有形固定資産
無形固定資産
系統出資金
系統外出資金
リサイクル預託金
固定資産計

資産合計

資産の部
買掛金
未払金
未払法人税等
預り金
賞与引当金
前受収益
未払消費税
流動負債計
長期借入金
長期未払金
退職給付引当金
役員退任慰労金引当金
固定負債計
負債合計
出資金
法定準備金
任意積立金
当期未処分剰余金
資本準備金
純資産合計
負債・純資産合計

負債・純資産の部
5,537,491
71,758,443
22,650,300
16,282,917
6,577,599
4,812,426
6,622,900

134,242,076
135,000
712,800

17,577,445
1,501,000
19,926,245
154,168,321
115,049,400
83,467,732
165,339,525
66,707,187
4,643,068

435,206,912
589,375,233

金　額金　額
195,927,941
21,230,447
9,437,426
11,431,033
250,615,606

78,480
616,678

45
489,337,656
79,424,038
2,909,129
15,880,000
1,751,000
73,410

100,037,577

589,375,233

Ⅱ. 損益計算書 （令和6年4月1日～令和7年3月31日） （単位：円）

事業収益
事業費用
事業総利益
事業管理費
事業利益
事業外収益
事業外費用
事業外損益
経常利益
特別利益
特別損失
特別損益
税引前当期利益
法人税・住民税及び事業税額
当期剰余金
前期繰越剰余金
当期未処分剰余金

科　目 金　額
646,542,080
489,254,179
157,287,901
96,847,556
60,440,345
2,305,469
817,041
1,488,428
61,928,773
8,601,083
2,424,046
6,177,037
68,105,810
13,000,000
55,105,810
11,601,377
66,707,187

Ⅲ. 令和6年度剰余金処分について　　　　 （単位：円）
1.当期未処分剰余金

2.剰余金処分額 
　1）法定準備金 
　2）任意積立金
　　損失補填積立金
　　施設整備積立金
　　林業機械等整備積立金
　　固定資産除却積立金
　3）出資配当金
　
3.次期繰越剰余金

66,707,187

15,000,000

7,000,000
21,000,000
7,000,000
4,000,000
5,741,337

6,965,850

（部門別損益計算書） （単位：円）

指導
販売
森林整備
　森林整備
　利用
　林地供給
　購買（事業物資）
　購買（生活物資）
　合計

部　門
2,978,965

130,370,465
355,904,749
267,708,620
85,974,212

0
2,217,957

3,960
489,254,179

費　用
-1,978,965

105,307,534
53,959,332
28,995,327
24,456,309

25,000
480,474
2,222

157,287,901

損　益収　益
1,000,000

235,677,999
409,864,081
296,703,947
110,430,521

25,000
2,698,431

6,182
646,542,080

主な事業の目標値は、以下の通りです。

　令和7年度より新たな計画期間を迎える「島根県農林水
産基本計画」や、「大田市未来につなぐ森づくり構想」に
基づき、森林組合としてもその実現に向けて、継続的に取
り組んでいきます。また、「大田市森林組合中期経営計画」
に基づき、日常的な組織運営の検証と役職員研修等を実践
しながら、協同組合としての基本的使命と社会的責任を果
たします。
　主な事業は以下のとおりです。

①成熟した資源を有効利用するため、レーザー航測による
資源解析データを活用し、組合員のご理解を得ながらそれ
ら資源の有効活用に取り組む。
②山林境界の不明確化が急速に進行する中、不明境界の明
確化に取り組む。
③主伐や利用間伐を中心に年間15,500㎥の素材生産を目
標とし、補助事業の活用により組合員への利益還元に努
める。

事業活動の概況 ・ 運営の基本方針
令和7年8月 第80号
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役員改選、新役員紹介
令和7年8月 第80号

役員体制新たに!!
　去る 5月30日開催の通常総代会において任期満了による役員改選を行い、理事 8名、
新任 1名を含む監事 3名が承認されました。
　総代会終了後の理事会・監事会により、代表理事組合長に林達夫理事が再任されまし
た。（任期 3年）
　地域を代表される役員、監事の皆様をご紹介致します。

①林　達夫（再任）
②68歳
③長久町

①山根　浩一郎（再任）
②65歳
③温泉津町

①氏名　②年齢 (5/30 時点 )　③住所（町名）紹介内容
代
表
理
事

組
合
長

理
　
事

①金田　慶三（再任）
②71歳
③祖式町

理
　
事

①安井　一彦（再任）
②68歳
③波根町

理
　
事

①杉本　勝德（再任）
②68歳
③久利町

理
　
事

①大野　一秀（再任）
②68歳
③静間町

理
　
事

①原田　修（再任）
②65歳
③三瓶町

理
　
事

①三谷　和弘（再任）
②56歳
③三瓶町

代
表
監
事

①福間　正治（新任）
②67歳
③久手町

監
　
事

①佐藤　京子（再任）
②69歳
③大代町

監
　
事

①田中 　淳司（再任）
②70歳
③仁摩町

理
　
事

新役員の
みなさん



❶大野　健太
（おおの　けんた）
❷大田市大田町
❸森林整備課

❹美味しい物を食べる事、
車の運転
❺業界未経験ですが、一生
懸命頑張ります！

❶南家　詠介
（なんげ　えいすけ）
❷大田市三瓶町
❸森林整備課

❹魚釣り、動画鑑賞
❺一人前になれるように
頑張ります。
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新入職員紹介・相続土地国庫帰属制度について
令和7年8月 第80号

❶ 氏名　❷ 出身地　❸ 所属部署　❹ 趣味・特技　❺ 一言！

相続土地国庫帰属制度について

大野 健太

令和７年度より、
入組した職員を紹介します!!職｜員｜紹｜介新人

相続または遺贈によって山林を相続した人が、一定の要件を満たし負担金を納付することで、山林
の所有権を国庫に帰属させることができます。
国庫に帰属された山林は、国によって適切に管理されるため、所有者不明や放置による環境悪化を
防ぐことができます。
※制度を利用するには、申請者と土地の両方が一定の要件を満たす必要があります。

南家 詠介

相続で取得した山林を国庫に帰属させることができる制度です。
この制度は、不要な山林を手放したい場合に利用できます。

制度の概要

帰属できない土地の要件

その他詳細については、法務局のホームページをご覧ください。ご相談される場合は、
事前予約が必要です。お近くの法務局・地方法務局（本局）へお問い合わせください。

いずれかに該当する土地は、国に帰属ができ
ない土地となります。 ・一定の勾配・高さの崖があって、管理に過分な費用・

  労力がかかる土地
・土地の管理・処分を阻害する有体物が地上にある土地
・土地の管理・処分のために、除去しなければいけない
  有体物が地下にある土地
・隣接する土地の所有者等との争訟によらなければ管 
  理・処分ができない土地
・その他、通常の管理・処分に当たって過分な費用・労力
  がかかる土地

・建物がある土地
・担保権や使用収益権が設定されている土地
・他人の利用が予定されている土地
・土壌汚染されている土地
・境界が明らかでない土地・所有権の存否や  
  範囲について争いがある土地

却下要件

不承認要件



　令和7年度は4路線（継続路線含む）
の林業専用道（規格相当）の測量・開
設工事を計画しております。林業専用
道とは、大型トラックの通行を想定し
た道で、専用道を幹線として支線であ
る森林作業道を設け、周辺山林での
作業の効率化を図ります。また、第三
者侵入防止策として、入り口付近に
鍵付きのゲートを設置しております。
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事業説明会の実施・林業専用道開設
令和7年8月 第80号

　森林作業道とは、林業用重機での
走行を想定した道です。 開設目的と
しては、伐採と作業後の植樹の低コ
スト化を図るものです。
　森林作業道を開設の際は、事前に
調査を行い関係者の承諾を頂いて
から作業を行います。なお、各調査
や開設工事の際に、関係者の皆様に
費用の負担がないことが特徴です。

　近年、当組合が開設した専用道、作業道に許可なく立ち入る方が
います。当組合は、基本的にその土地の所有者様から許可をいただ
いた上で作業道等の開設を行っておりますので、許可なく作業道等
に入ることは、無断で私有地に侵入していることになります。
　上記以外にも、野生動物及び滑落等の事故の
危険がありますので、絶対に関係者以外は専用
道、作業道に入らないようお願いいたします！

　林業専用道や森林境界調査事業
を行う際に、作業個所周辺の関係
者を招き事業説明会を実施してお
ります。
　事業計画についての説明のほか、
組合との意見交換の時間を設け事
業に対するご理解をいただけるよ
う努めています。

森林組合
からの
お願い

林業専用道（規格相当）について

事業説明会を開催しています

森林作業道について
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伐って、使って、植えて、育てる！
令和7年8月 第80号

高性能林業機械大活躍中！

　森林資源が豊富な島根県では、「伐って・使って・植えて・育てる」の循環型林業を目標としています。
　島根県の森林面積は、52万ヘクタールの広大な面積を有しており、その規模は全国第4位になり、その内
94％が民有林になっており全国平均を大きく上回っています。
　この循環型林業によって、合板材やチップ材等に必要な原木の素材生産に関係する地域の産業発展並び
に、伐期を迎えた森林の主伐・再造林を行い、森林環境の保全の実現を目指しています。 
　私たち大田市森林組合も島根県が掲げる循環型林業を推奨し、大田市の森林がより健康で豊かな森林に
成長していけるよう日々邁進しております。

伐って、使って、植えて、育てる！

循環型林業について～伐採から再造林へ～

主にスギやヒノキを伐採します！
木材は市場や合板工場等へ出荷します！

皆様ご所有の山林の伐採や、伐採跡地への植栽・その後の保育についてもお請けしております！ 
山林施業について、様々な疑問やお困りになる事があると思います。
そんな時は、ひとまず大田市森林組合へご相談してみませんか？
｢興味はあるけど …費用って沢山かかりますよね？｣ といった方にも
現在多様な助成制度があります。
皆様が希望される事業が補助金の助成対象となるかもしれません。
相談は無料です! 大田市森林組合職員一同、お待ちしております!! 

伐採伐採

新植新植

下刈下刈

除伐除伐

伐採跡地等へ新たな苗を植栽し
その後、下刈り・除伐・枝打ち等
を行います！

木材市場木材市場

伐って
使って

植えて

大田市森林組合からのお知らせ

枝打ち枝打ち

育てる



大人気！丸太ボウリング 木の重さ当て 林業機械シュミレータ

　必要書類を郵送致しますので、電話、または当組合ホーム
ページ問い合わせフォームにてお問い合わせください。

　組合員名簿に登録されている連絡先住所へ郵送しても、
宛先不明で返送される組合員の方がおられます。
忘れず変更手続きをお願いいたします。

名義変更等の手続きについて
　現在の総代の任期は令和7年9月15日
までです。総代の皆様へは個別にご案内
させていただきますのでよろしくお願い
いたします。

総代改選のお知らせ

・組合員様が亡くなられたとき
・名義を変えたいとき
・転居等により住所・連絡先を変更されたとき

組合員の皆様へ

お問い合わせや名義変更などのお手続きに関する資料請求
はホームページからも可能です！ぜひご利用ください！

組合からのお知らせや、日々の様子
などを随時更新しています！

組合のホームページもご覧ください！

大田市森林組合 総務課 Tel 0854-82-8500お知らせ

第９回大田市林業祭を開催しました！第９回大田市林業祭を開催しました！

https://oda-fc.com
大田市森林組合

大人から子供まで大白熱の「丸太切り選手権！」

大人から子供まで大白熱の「丸太切り選手権！」
　令和６年１１月９日（土）に
大田市民会館にて 「第９回大
田市林業祭」を開催しました。
　当日は晴天に恵まれ、高性
能林業機械の展示・実演や木
材を使った自由工作、飲食の
出店により、多くの方に楽し
んでいただけました。たくさ
んのご来場、ありがとうござ
いました。
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林業祭・組合員の皆様へお知らせ・総代改選について
令和7年8月 第80号



邇摩高等学校の生徒への接木実習
　邇摩高等学校の生徒にヨロイマツの接木実習の依頼があ
りました。昨年は山に入りヨロイマツの生存木を実際に見
て感動体験をしましたが、今年はヨロイマツの遺伝子を保
存するための接木実習へと学習内容は進化。接木実習の成
果が心配でしたが、初めてにしては上出来な活着率でし
た。生徒達も大喜びで私たちも指導の成果が現れ、今後に
生きる研修会となったことに感激しました。また、NHK
の「しまねっと」や山陰中央新報社の記事でも授業の様子
が紹介され、県内津々浦々にヨロイマツの接ぎ木に取り組
む高校生の様子が大いに関心を呼びました。

　　　　　　　　　　　　　　皆さんは「ヨロイマツ」を
　　　　　　　　　　　　　ご存じですか？話には聞いた
　　　　　　　　　　　　　ことがあるが実際には見たこ
　　　　　　　　　　　　　とがないという市民がほとん
　　　　　　　　　　　　　どで、何とか貴重な実物を見
　　　　　　　　　　　　　て驚きを感じてもらいたいと
　　　　　　　　　　　　　かねがね思っていました。
　　　　　　　　　　　　　　三瓶町上山でヨロイマツが
　　　　　　　　　　　　　発見されましたが、残念なが
　　　　　　　　　　　　　ら枯れかけているとのこと。
　　　　　　　　　　　　　　そこで、慎重に伐採しヨロ
　　　　　　　　　　　　　イマツの実物サンプルとして
多くの人に見てもらいたいと玉切りし、市内の各所（市役
所、三瓶自然館サヒメル、あすてらすなど）に巡回展示する
ことにしました。間もなくご覧いただけることと思います。

　令和７年
１月28日
（火）の午後、
大田町野城
自治会館に
おいて、国
立研究開発
法人森林研
究・整備機
構森林総合
研究所森林育種センター関西育種場から２名の講師をお招
きし接木に関する座学と実習を受けました。これまでの接
木技術の向上と邇摩高等学校生徒の「森林科学」の教科で正
確に指導できるようにとの願いを持った研修会でした。丁
寧な解説と技術指導に納得し、接木技術の改善が図られる
ことと大いに喜びました。その成果は林友会の活着率の大
幅アップと邇摩高生の活着状況で証明され喜んでいます。

大田市林友会 会長　和田 秀夫

森林所有者の皆さんが林業について
自主的に研究されるグループです。
会員募集中です!!

「林友会」とは...

～研修の成果を今後の実践・活動に活かす～
大田市林友会 活 動 記

ヨロイマツの接木技術研修会

「林業を学び人材を育てる」(全林研発行)
に掲載されました！

　林業後継者育成活動事例集に「山づくり 人づくり もの
づくりチャレンジ！」として10事例の１つとして紹介され
ました。私達の地味な活動が昨年の「林業新知識」に続き
全国的に注目されていることにやりがいを感じて日々努力
しているところです。

枯れの入ったヨロイマツを見本として活用
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大田市林友会活動記
令和7年8月 第80号




